
　毎年、雪のシーズンになると除雪
機による事故が多発しています。除
雪機を使う際には、次の点に注意し
て操作しましょう。
（１）作業を行う前に、必ず取扱説
明書をよく読んで、正しい使い方を
理解しましょう。
（２）雪詰まりを取り除くときは、必
ずエンジンを停止し、回転部（オーガ、
ブロア）が完全に停止してから雪か
き棒を使って行いましょう。
（３）回転部に近づくときは、必ずエ
ンジンを停止し、回転部が完全に
停止してから作業を行いましょう。
（４）後進時は、転倒したり、挟ま
れたりしないよう、足もとや後方の
障害物には十分注意しましょう。
（５）除雪作業中は、雪を飛ばす方
向に、人や車・建物がないことを確
認しましょう。また、除雪機の周り
には絶対に人を近づけないようにし
ましょう。
（６）安全装置が正しく作動しない
状態では、使用しないようにしましょ
う。また、安全装置を意図的に解
除したり、故障を放置したままでは
使用しないようにしましょう。
　問い合わせ先
　一般社団法人日本農業機械工業
　除雪機安全協議会
　電話　03-3433-0415
　Webサイト　http://www.jfmma.or.jp

１月１０日は１１０番の日です。
緊急通報は１１０番、

相談電話は「♯９１１０」に！
　１１０番を正しく利用していただく
ために、毎年１月１０日を「１１０番の
日」と定めています。
《１１０番は緊急通話用ダイヤルです》
　皆さんからの通報で警察がいち早
く事件。事故を知ることで、犯人の
検挙や被害者の救護などに的確に
対応できます。事件や事故などに
遭ったり、見たりしたら、ためらわ
ず１１０番へ通報してください。
《１１０番のかけ方のポイント》
　①何があったのか
　②何日の何時のことか
　③場所の目標となるものは
　④犯人の特徴は
　⑤事件・事故の概要は
　⑥自分は誰で、事件・事故との
関係は

　⑦連絡手段は
《携帯電話で１１０番をする場合》
　車で移動しながらや歩きながらの
通報は、通話が途切れることがあり
ますので控えてください。また、車
の運転をしながらの通報は法令違反
となりますので、車を安全な場所に
停止して通報をお願いします。
《聴覚など障害者用メール１１０番》
　耳や言葉の不自由な方が携帯電
話のＥメール機能を利用して警察へ
の緊急通報ができるシステムが
「メール１１０番」です。
　通報するときは、必ず「場所の詳
細」。「メールアドレス」を入力して
ください。
　携帯電話からのアクセスは
http://www.police.pref.hokkai
do.jp/keitai.html
※メールの利用には、携帯電話の通
話料がかかります。
《困りごと相談や各種照会などは「♯
９１１０」か最寄りの警察署などへ》
相談や警察業務に関する意見・要
望は、短縮ダイヤル「♯９１１０」警
察専用相談電話をご利用ください。
※ダイヤル回線電話、ＩＰ電話等で短
縮ダイヤルが利用できない電話機は、
　旭川方面本部…０１６６-３４-９１１０
遺失物・拾得物の届出、諸願手続
に関する紹介などは、最寄りの警察
署または交番・駐在所の電話をご利
用ください。

正しい操作で、安全除雪！！正しい操作で、安全除雪！！

１　成年後見制度とは？
　認知症、知的障害、精神障害な
どによって物事を判断する能力が十
分でない方（「本人」といいます。）
について、本人の権利を守る援助
者（成年後見人等）を選ぶことで、
本人を法律的に支援する制度です。
高齢化社会の進展に伴って、成年
後見制度の利用者数は年々増加し
ています。
２　後見制度支援信託とは？
　後見制度支援信託は、本人の財
産のうち、日常的な支払をするのに
必要十分な金銭を預貯金等として
成年後見人等が管理し、通常使用
しない金銭を信託銀行等に信託する
仕組みです。信託した財産を成年
後見人等が払い戻すには、家庭裁
判所が発行する文書が必要になりま
す。本人の財産を適正・安全に管
理するための仕組みであり、平成２
４年２月に導入されました。
　家庭裁判所では後見制度支援信
託の利用を積極的に進めており、
利用者数は急増しています。また、
多くの家庭裁判所では、毎年決まっ
た時期に自主的に本人の状況を報
告していただくよう成年後見人等に
お願いしています。

成年後見制度の最近の動き
～後見制度支援信託を中心に～

成年後見制度の最近の動き
～後見制度支援信託を中心に～

守ります　街の安全１１０番守ります　街の安全１１０番

《無期転換ルールとは》
　平成２５年４月１日以降に有期労働
契約が反復更新されて通算５年を超
えたときは、労働者の申込みにより、
期間の定めのない労働契約（無期
労働契約）に転換できるルールです。
　制度の詳細は北海道労働局労働
基準部監督課（代表　０１１-７０９-２
３１１）までお問い合わせください。

ご存知ですか？「無期転換ルール」ご存知ですか？「無期転換ルール」

違反運転者講習（２時間）
　１月１３日（水）　１５時００分から
　天塩町社会福祉会館
初回更新者講習（２時間）
　１月１３日（水）　１０時００分から
　天塩町社会福祉会館
一般運転者講習（１時間）
　１月１３日（水）　１３時４５分から
　天塩町社会福祉会館
優良運転者講習（３０分）
　１月１３日（水）　１３時００分から
　天塩町社会福祉会館
　１月１４日（木）　１８時３０分から
　北留萌消防組合消防署
　　幌延支署２階
　１月１６日（土）　１８時３０分から
　遠別町生涯学習センター

運転免許更新時
講習のお知らせ
運転免許更新時
講習のお知らせ

　「１１８番」は海上保安庁の緊急
通報用電話番号です。
　次のような場合は１１８番に通報
してください。
　①海上で事故にあったまたは目撃
した②密漁や不法投棄など海の犯罪
の情報を得た③不審な船を発見した
④油等の流出を発見した、など。
　１１８番は一般加入電話や携帯電
話などから無料で掛けることがで
き、通報するときは、「いつ」「ど
こで」「なにがあった」などを落ち
着いて伝えてください。
　いたずらなど虚偽の通報がある
と本来の緊急通報の妨げとなり、
人命救助などに重大な障害を与え
ることになりますので、正しくご利
用ください。
　また、海を利用する際はパソコ
ンやスマホから利用できる「ＭＩＣＳ

（ミ ッ ク ス）http://kaiho.mlit. 
go.jp/info/mics/」を活用してく
ださい。
　灯台等で観測した気象や、海上
工事情報、潮汐や日出及びライブ
カメラによる海上模様など海の安
全に必要な情報をインターネット及
びテレホンサービスで提供してい
ます。また、海難事故や気象警報
など緊急情報のメール配信を行っ
ています。
　まずは、「ＭＩＣＳ（ミックス）」と
検索してください。

稚内海上保安部からのお知らせ
【１月１８日は「１１８番の日」です】

稚内海上保安部からのお知らせ
【１月１８日は「１１８番の日」です】

冬の地震災害に備える！冬の地震災害に備える！冬の地震災害に備える！

気象状況・天気予報の確認先　稚内地方気象台（電話：0162-23-2678）
※稚内地方気象台ホームページ
　URL http://www.jma-net.go.jp/wakkanai/index.html
※問い合わせ先　稚内地方気象台（電話：0162-23-2679）

　冬に地震が起きると、夏より被害が大きくなるといわれています。冬は、暖房などの火の使用によって火災
が発生しやすいことや、積雪の影響で家屋の倒壊が発生しやすいことがあります。また、路面の状況や吹雪
などにより避難路の確保や移動に時間がかかることや、ライフラインがストップした場合には、自宅や避難所、
車の中などにおける寒さ対策が必要になるからです。
　今回は、冬に地震が発生した場合の備えについてお話します。
①雪への備え
　冬になると屋根には雪が積もっていますので、地震の揺れによる屋根からの落雪、雪の重みによる家の倒
壊の危険性が高くなります。また、崖などの急傾斜地では、なだれが発生しやすくなるなど、冬は夏と比べて
思わぬ危険が増えます。災害が発生した際に速やかに避難できるよう玄関先や避難路をこまめに除雪するな
どの対策をしておくことが大切です。
②火災への備え
　冬は、ストーブなどの暖房器具を使用しているため、夏と比べて火災発生の危険性が高くなります。火事が
起きたときに初期消火が出来るように、日頃から消火活動の訓練をすることが大切です。
　最近の暖房器具は、振動を検知して自動的にガスや灯油の供給を止める機能が備わっていますので、ご家
庭の器具がきちんと動作するか、定期的に点検・確認しておくことも大切です。
③寒さへの備え
　地震によって電気や水道などのライフラインがストップし、暖房器具が使えなくなることが考えられます。そ
のため、寒さをしのぐ準備が重要です。電気を使用しない暖房器具の準備、避難が必要となった場合の道中
やその後の避難生活でも必要となりますので、防寒着はもちろんのこと防寒シート・毛布・使い捨てカイロを
用意しておくことも大切です。
　災害はいつ起こるか予測は難しいですが、一人一人が日頃から準備をしておくことで被害を少なくすることは
可能です。水や食料、寒さなどに備えるなど、いざというときのために、できることから始めましょう。
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２月７日は北方領土の日
　わが国固有の領土である歯舞群島、色丹島、
国後島及び択捉島からなる北方４島の早期返
還の実現は、道民はもとより国民の長年にわ
たる悲願です。
　「日魯通好条約」署名の日（1855 年 2 月
7日）を記念して、2月 7日を『北方領土の日』
と定め、北海道では、1 月 21 日から 2 月
20 日までを「北方領土の日特別啓発期間と
しています。

　幌延町でもこの期間、
役場町民ホールに「北
方領土返還要求署名
コーナー」を設けます
ので、署名にご協力を
お願いいたします。

　北海道教育委員会では、「平成27年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」に基づき、道内各市
町村の状況及び学力向上策を北海道教育委員会義務教育課のＨＰに公表しています。
　パソコン等で閲覧できない場合は、担当までお問い合わせください。
URL：http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/gks/gakuryoku27/top.him

平成27年度　全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」のお知らせ

問い合わせ先　幌延町教育委員会　総務学校グループ（電話 5-1117　告知端末機 5-8817）

ほろのべの窓　2016.1月号▶　22


